
令和３年度 第１回 松本市社会福祉審議会民生委員審査専門分科会 会議録 

 

日 時 令和３年１２月２３日（木） 午前１０時００分～午前１１時３０分 

会 場 松本市第２委員会室 

出席者 委員４名（欠席者：小林委員 澤地委員）  

次 第 

１ 開会 

２ 健康福祉部長あいさつ 

３ 委員紹介 

４ 正副会長の選出 

５ 議事 

⑴ 松本市社会福祉審議会民生委員審査専門分科会の概要について 

⑵ 報告事項 

 中核市移行に伴う民生委員・児童委員の選任基準の策定について 

６ その他 

７ 閉会 

正副会長の

選出 

４ 正副会長の選出 

  それぞれの委員が選出された。 

   会長   内山 博行委員 

   副会長  岡野 尚子委員 

議 事 

５ 議事 

⑴ 松本市社会福祉審議会民生委員審査専門分科会の概要について 

  事務局から資料に基づき説明があった。 

  【質疑応答】 

 ≪委員≫ 

 県が行っていたものについて、中核市移行に伴い、市で行うということか。 

 ≪事務局≫ 

 その通りである。 

 

⑵ 報告事項 

中核市移行に伴う民生委員・児童委員の選任基準の策定について 

事務局から資料に基づき説明があった。 

   【質疑応答】 

  ≪事務局≫ 

   具体的な年齢を記載しなくてもよいのでは、との意見をいただいているが、

いかがか。 

≪委員≫ 

 仕事をしている方が増え、７５歳といわれると難しい。元気な７５歳以上も



多い。主任児童委員も、６５歳未満としているが、６５歳未満は勤めている人

たちである。「活動できる人・動ける人」ということにしてほしい。なり手不足

は深刻である。 

≪委員≫ 

 なり手がいない。年齢を制限しているのは、民生委員と保護司ぐらいではな

いか。改選の際、民生委員の選任について町会長たちは大変苦労している。選

任しやすいようにする必要がある。例えば「適任者」という表現など。 

 女性が多い。男性は、民生委員の「面倒を見る」ということを無理だと感じ

る方が多い。 

≪事務局≫ 

現状としては、７４％が女性です。 

年齢要件は削除する方向で改めて検討していきます。 

  ≪会長≫ 

   「適任者」など、検討してください。 

≪事務局≫ 

地元に詳しい方になっていただくために、居住年数、例えば３年以上住んで

いる方、という要件をつける案をいただいたが、どう考えるか。 

≪委員≫ 

３年と切ってしまうと、U ターン等で戻ってきて、民生委員を引き受けても

よいという方が無理になってしまう。居住年数に拘らず、意欲のある方を選ぶ

べきである。 

  ≪委員≫ 

   住んでまだ短くとも、チャレンジしてみようと思う意欲的な方もいると思う

ので、居住年数で制限しない方がよい。 

  ≪委員≫ 

障害者や高齢者は自宅にこもりがちである。民生委員の活動範囲は、町会加

入者ではなく、住民をみる。町会長が相談に乗れないこともあり難しい。地域

に住んでいればよい。町会加入戸数ではなく、実戸数を基準に民生委員の人数

を決めていってほしい。 

  ≪事務局≫ 

   年齢の上限については意見をいただいたが、下限についてはいかがか。例え

ば３０歳以上など。 

  ≪委員≫ 

   市議会議員が２５歳から立候補できるのに、民生委員を３０歳以上とするこ

とはいかがかと思う。 

  ≪事務局≫ 

   主任児童委員に関する基準はいかがか 

  ≪委員≫ 



   年齢の基準は設けず、意欲のある方でよいのではないか。 

  ≪委員≫ 

   主任児童委員について、改めて確認したい。主任児童委員は、必ずしも問題

を自身で解決するのではなく『つなぎ役』でもあるのか。 

  ≪委員≫ 

   その通りである。いい機会であるので、この際、一般的な表現で整理してほ

しい。 

  ≪委員長≫ 

  他に質問意見はないか。これで議事を終了する。 

  ≪事務局≫ 

   いただいた意見を整理してまいりたい。 

その他 
６ その他 

  なし 

 


